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	　 　 １.　生徒一人ひとりを徹底的に大切し、より丁寧な教育活動をおこなう。
	　 　 ２.　教職員が互いの責任を明確にし、組織としての協働性をさらに高める。
	　 　 ３.　家庭・地域・関係機関等との連携を密にし、本校の教育力向上を目指す。
	　 　 ・自ら課題を見つけ、学びに向かう生徒。（自尊自立⇒家庭学習ができる）
	　 　 ・心身ともに健康で、互いを思いやる生徒。（自他共生⇒いじめをしない・みすごさない）
	　 　 ・共に高め合い、つながり合う生徒。（協働感謝⇒縦割り集団で清掃活動ができる）

